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本日の内容
１．外来化学療法室の治療件数
２．がん患者指導管理料の算定件数
３．外来化学療法室での副作用件数



外来化学療法室の治療件数
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
外科の件数が減り、消化器内科と泌尿器科が増加していることが分かります。



▪ イ：医師の説明に認定看護師が

同席する

▪ ロ：医師、臨床心理士、認定看護師

単独で説明 STAS-Jで判定

▪ ハ：医師、がん薬物療法薬剤師が単

独で説明

・がん患者指導同意書を取得する

種類/年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

イ（500点） ３２ ２９ １９

ロ（200点） ６５８ １４２１ １１２６

ハ（200点） １５９ ６４ ３４

がん患者指導管理料の算定件数
（令和2年度～令和4年度）
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外来化学療法室での薬剤別投与件数
（2021年1月～2023年3月）
▪ 総投与件数 2,213件

▪ 分子標的薬 455件

▪ 免疫チェックポイント阻害薬 290件

▪ イリノテカン 223件

▪ 分子標的薬＋イリノテカン 97件

▪ その他：殺細胞性抗がん薬 1,148件
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分子標的薬の副作用発現件数
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
1番は疲れ2番はしびれ3番は心のつらさでした。パニツムマブ商品名ベクティビクス（KRAS遺伝子野生型の治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸がん）セツキシマブ商品名アービタックス（RAS遺伝子野生型の治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸がん、頭頚部がん）トラスツズマブ商品名ハーセプチン（HRE2過剰発言が確認された乳がん、治癒切除不能な進行・再発の胃がん）トラスツズマブ・エムタンシン商品名カドサイラ（HRE2陽性の手術不能または再発乳がん、術後薬物療法）ペルツズマブ商品名パージェタ（HER2陽性の乳がん）ベバシズマブ商品名アバスチン（治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸がん、扁平上皮癌を除く切除不能な進行再発の非小細胞肺がん、切除不能または再発乳がん、切除不能な肝細胞がん）ラムシルマブ商品名サイラムザ（治癒切除不能な進行・再発の胃がん、結腸・直腸がん、切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん、肝細胞がん）



分子標的薬の副作用発現率
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免疫チェックポイント阻害薬副作用発現件数
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
1番が疲れ2番がirAE(免疫関連有害事象)のなかの皮膚障害　3番目が心のつらさニボルマブ商品名オプチーボ、（悪性黒色腫、切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん根治切除不能または転移性の腎細胞がん、化学療法後に憎悪した治癒切除不能な進行・再発の胃がん、切除不能な進行・再発の高頻度マイクロサテライト不安定性（MSI-High）を有する結腸・直腸がん、根治切除不能な進行・再発の食道がんペムブロリズマブ商品名キイトルーダ、（悪性黒色腫、切除不能な進行・再発の非小細胞肺がん、再発または難治性の古典的ホジキンリンパ腫、化学療法後に憎悪した根治切除不能な尿路上皮癌、根治切除不能または転移性の腎細胞がん）ヂュルバルマブ商品名イミフィンジ（切除不能な局所進行の非小細胞肺がんにおける根治的化学放射線療法後の維持療法、進展型小細胞肺がん）アベルマブ症バベンチオ（根治切除不能なメルケル細胞がん、根治切除不能または転移性の腎細胞がん）アテゾリズマブ商品名テセントリク（切除不能な進行・再発非小細胞肺がん、進展型小細胞肺がん、切除不能な肝細胞がん）



免疫チェックポイント阻害薬副作用発現率
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
免疫チェックポイントで特有のirAE中毒性表皮壊死融解症　英語名：(Toxic epidermal necrolysis: TEN)中毒性表皮壊死融解症の症例の多くがスティーヴンス・ジョンソン症候群の進展型　早期発見と早期対応のポイント「高熱（38℃以上）」、「目の充 血じゅうけつ」、「くちびるのただれ」、「のどの痛み」、「皮ふの広い範囲が赤くなる」がみられ、その症状が持続したり、急激に悪くなったりするような場合は放置せずに、ただち病院に連絡するように。原因と考えられる医薬品の使用後2週間以内に発症することが多く、数日以内あるいは1ヶ月以上経ってから起こることもあります。その他多臓器にわたって、注意が必要です。間質性肺炎や重度の下痢、甲状腺異常、一型糖尿病



イリノテカンの副作用発現件数
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一番がしびれ2番が疲れ3番が痛みでした。



イリノテカンの副作用発現率
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＊イリノテカンでしびれ
が高くなっているのは、
イリノテカンを使う前に
FOLFOXでオキサリプラ

チンの末梢神経障害が継
続しているから。

＊下痢が低いのは、
イリノテカン投与前
にUGT1A1の遺伝子

多型の採血が保険適
用になり調べられる
ようになったから。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本来イリノテカンの注意しなければならない止まらない下痢の副作用は３％と低くなっている。イリノテカンでしびれが30%と高くなっているのは、イリノテカンを使う前にFOLFOXを行いオキサリプラチンの末梢神経障害が継続しているからです。



がん薬物療法による末梢神経障害
（CIPN）の対策

▪神経障害性疼痛薬物療法ガイドラインにおける末梢神経障害性疼痛
に対する薬物療法

▪大規模試験で有効性を示すことができたのは、デュロキセチンのみ
▪ CIPNに対してはデュロキセチン以外の薬剤は推奨されていない
▪ デュロキセチン（先発医薬品名：サインバルタ）は脳内でセロトニンと
ノルアドレナリンの働きを強めることにより、気分の落ち込み、意欲低下、
体の痛みなどを改善する効果がある

▪ デュロキセチンによっても十分にコントロールすることができない場合は、
適切な原因薬剤の減量・休薬が最も重要

▪ CTCAEのGrade３で休薬Grade１～２へ改善したら再開を検討

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
がん薬物療法による末梢神経障害（CIPN）の対策は、予防と治療に分けられます。神経障害性疼痛薬物療法ガイドラインにおける末梢神経障害性疼痛に対する薬物療法は、第一選択薬として、三環形抗うつ薬（ノルトリプチリン、アミトリプチリン）プレガバリン、ミロガバリン、ヂュロキセチンが推奨、第2選択薬としてトラマドール、第3選択薬としてトラマドール以外のオピオイド鎮痛薬（フェンタニル、モルヒネ、オキシコドンﾌﾞﾌﾞﾚﾉﾙﾌｨﾝ）が推奨されている。大規模試験で有効性を示すことができたのは、ヂュロキセチンのみで、CIPNに対してはヂュロキセチン以外の薬剤は推奨されていません。デュロキセチン（先発医薬品名：サインバルタ）は脳内でセロトニンとノルアドレナリンの働きを強めることにより、気分の落ち込み、意欲低下、体の痛みなどを改善する効果があります。CTCAE（有害事象共通用語基準Ver4.0）Grade2のIADLはPTPから薬を取り出す。電話応対、買い物道具器具を使用する場合。Grade３はADLは着替え、移動、食事、トイレ、入浴などのセルフケアを指す。「箸が使いづらい」はGrade３と判断する。



外来化学療法室での副作用対策の取り組み

▪ DOC（ドセタキセル）による爪囲炎予防のためのフローズングローブ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
フローズングローブを使用してからは重症の爪囲炎の発現はありません。



ご清聴ありがとうございました

マリン5歳

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
10月から地域連携室で退院調整を行いながら、がん相談にも対応しております。がんの告知時や治療の説明の時には同席し意思決定支援を行っていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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